
 

 

資格試験に合格する⽅法 
技術⼠第⼀次試験 基礎科⽬ への合格をその例として 
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秀才君が落ち、凡⼈君が通ったわけ 
 
凡⼈ 秀才君。この僕が君に合格祝いをしてもらえるなど、夢にも思わなかったよ。去年は
不幸にも２⼈ともこの試験に落ちたけれども、僕は⼀⽣懸命に勉強すれば３回⽬くらいに
は合格するのではと漠然と考えていた。ところが、２回⽬の試験で合格できて僕⾃⾝びっく
りしているところだ。 
 
凡⼈ わからないのは秀才君、君がなぜ去年に続き今年も合格しなかったかだ。受験仲間の
みんなもそう思っている。特に僕は秀才君のことはよく知っている。中学、⾼校と同級で、
君は常にトップ近くにいた。その君がなぜこの試験に２回も落ちたかが全く理解できない。 
 
秀才 僕がこの試験を⽢く⾒ていたためかもしれない。問題⽂を⾒れば簡単に解けそうな
問題が多く、楽勝と思った問題はその表⾯を⾒るだけでスルーしてしまっていた。そして、
難しい問題を⾒ると、その問題がすぐに解けないのが悔しく、関連する記事を Web で探し、
それでもわからないときには関連書籍を買い込んで、その問題が解けるまで調べた。その結
果ほとんどの問題は解けるようにはなったが、⼀番の⼤きな問題はその解答にかかる時間
だったと思う。⼀問あたりの解答にかけられる時間が５分程度のこの試験では、僕のこの努
⼒は全く意味がなかった。 
 
秀才 簡単な問題はうわべを眺めただけで実際には⼀度も解いたことがなく、答に⾄る道
筋は分かるのだが、その答えに⾄るまでにどれだけの時間がかかるのかがわかっていなか
った。試験会場から帰ってから、出題された問題を今年は実際に解いてみたのだが、簡単そ
うに⾒える問題でも、問題によっては結構な時間がかかることがわかった。 
 
秀才 ⼀年⽬には解ける問題、解けない問題を⼊り混じって解いた結果、時間切れとなった。
２年⽬も易しい問題を選んだつもりだったが結果的には時間配分を誤った。結局は問題ご
との解答にかかる時間が読めていなっかったのが敗因となった。 
 
凡⼈ 僕は実際にやさしそうに⾒える問題を解いてみた。また、同じように⾒える問題でも
少しずつ出題の形式が違うので、その違いに騙されないように注意した。２年⽬は問題⽂を
注意深く読み、出題者が何を求めているかを間違いなく把握するようにした。それが今年の
合格につながったと思っている。 
 
凡⼈ ⾃分で実際に問題を解いてみると、この問題ならどのくらいの時間で解けるかがお
およそわかってきた。そして、さらに僕の合格の助けになったのは、過去問と同じ、あるい
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はそれに⾮常に似た問題が数多く出題されることだ。ああ、この問題は⾒たことがある。こ
れならこういう⾵に解けば何分くらいで答えが出る、ということがわかり出した。それがわ
かると、僕でも合格できるのではとの希望も出てきた。 
 
秀才 確かに君の⾔う通りだと思う。実際に問題を解いてみて、はじめてその問題が本当に
解けたことになる。そして、類似の問題のいくつかをすべて間違いなく解けるようになれば、
その問題群は試験会場で完璧に、しかも短い時間で解けるだろう。僕はそのトレーニングを
怠っていたのかもしれない。いや、間違いなく怠っていた。 
 
凡⼈ おもしろいもので、⾒たこともない問題には⾃ずと⾃分からは近づかなくなった。ス
トライクゾーンに来た緩い球にはバットを振るが、剛速球やボール球は避ける、いわゆる選
球眼ができてきた。結果的にはこの選球眼が養われたことが、今回の合格につながったと思
う。考えたことは、どうすれば打率が３割を超えるか？ ということであった。３割さえ超
えれば合格だ、との思いが強くあった。 
 
秀才 僕より⼀歩先を⾏ったね。まさに無知の知だ。「⾃分がこれは知らないと気づいた者
は、それに気づかない者よりも賢い」。この試験に関してはそういうことかもしれない。確
かに。僕にはこの「無知」が許しがたいものであった。結果的にそのことが⼤きな敗因とな
った。ソクラテスよ、識別することが⼤切であるというあなたの教えは正しかった。 
 
凡⼈ 結果的に僕⾃⾝は合格点よりもほんの少し上で合格したと思っている。資格試験で
は満点を取る必要ない。ギリギリ合格も合格である。これが僕の⼈⽣であると⾃分⾃⾝にも
⾔い聞かせている。今回はラッキーにも２年で合格できた。「時は⾦なり」 今回の経験を
次の資格試験に活かし、さらに短期間で合格できる⽅法を模索していきたいと今は思って
いる。 
 
秀才 結論的には、僕のこの２年間の受験勉強は趣味の世界であった。解けない問題に挑戦
する素晴らしく充実した時間を持つことはできたが、本来の⽬的である試験合格には⾄る
ことはできなかった。この試験では⾮常に簡単な問題、例えば偏微分に関する出題、などは
短時間に間違いなく解けるが、出題される問題のおおよそ３割程度はそれを解くには⾮常
に⾼度な知識と多⼤な労⼒（⻑時間）を要する。この試験⾃体が、問題の難易を⾒抜く⼒が
あるかどうかを試している試験であるような気もする。 
 
秀才 過去に出題された問題で、書籍まで買い込んでその解き⽅がわかった問題であって
も、今後の僕の⼈⽣でもう巡り合うことがないだろうとおもえる問題がその⼤部分であっ
た。「試験に合格する」という⽬標に焦点を合わせれば、僕は⾮常な回り道を続けているこ
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とになる。凡⼈君の⾔うことはまさにその通りであると思った。凡⼈君の⾜跡をたどり、来
年こそは間違いなく僕も合格するぞ。その暁には、盛⼤な合格祝いを頼む。 
 
 

資格試験に合格する要点は 
 
⼈それぞれに今までに蓄積された知識や知恵、いま試験勉強に利⽤できる時間など、いろい
ろな条件が関わってくると思います。 
 
しかし、「彼を知り⼰を知れば百戦殆からず」。合格したい資格試験がどのようなものである
かを知ることが第⼀です。それがわかれば、凡⼈君が⾔うように合格への扉が開きますし、
秀才君のような失敗が起こる確率を⼤きく下げることができます。 
 
まず第⼀は、どのような試験にチャレンジしているかを知りました。次に考えなければなら
ないには、受験勉強の環境をどう整えるかです。 
 
突然ではありますが ChatGPT（https://openai.com/blog/chatgpt/）に質問してみました。
ChatGPT は、⼤量のテキストデータを与えて、タスクを通して学習させる「⼤規模⾔語モ
デル（Large Language Model）」と呼ばれる AI 技術を活⽤しています。2022 年 11 ⽉に公
開され、ユーザーの質問に対する精度の⾼い回答が話題となり、多くの場合、的確な答えを
返すので今注⽬され始めています。 
 
ではその ChatGPT との会話を具体的に、 
 
質問 
資格試験に合格するための効率的な勉強⽅法は？ 
 
回答 
資格試験の勉強には以下の効率的な⽅法があります： 
１．教材を確認し、テキストブックや教科書を読んで理解を深めます。 
２．問題集を使って実践的な練習を⾏います。 
３．関連するトピックについての講義やセミナーを受講します。 
４．合格者インタビューや受験者の意⾒など、参考資料を読んで考え⽅を学びます。 
５．他の⼈と協⼒してグループで勉強することも有効です。 
以上が、資格試験に合格するための効率的な勉強⽅法です。 
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質問 
資格試験の勉強法において、１冊の参考書をまずは徹底的に勉強し、その内容がおおよそ⾃
分のものにできてからもう少し⾼度な参考書へと勉学を進めていくのが私は効果的な勉強
法であると思っているのですが、どう思いますか？ 考えられるデメリットがあればお教
えください。 
 
回答 
1 冊の参考書をまず徹底的に勉強して、その後にもう少し⾼度な参考書に進むという⽅法は
有効な⽅法です。これにより、基礎的な知識を確⽴し、その後より深い理解を得ることがで
きます。 
ただし、この⽅法にはいくつかのデメリットもあります。例えば、1 冊の本を徹底的に勉強
することが遅すぎる場合、時間を無駄にしてしまうことがあります。また、⾼度な参考書を
選ぶ前に、⾃分のレベルを正確に把握することが困難である場合もあります。 
このように、資格試験の勉強法にはメリットもデメリットもあります。⾃分に合った⽅法を
⾒つけるためには、⾃分のスタイルやスケジュール、学習する内容などを考慮することが重
要です。 
 
 
著者 
ChatGPT からもっともらしい回答を得ました。私が思うには、今から挑戦する資格試験が
どのような試験であるかをまず理解すること、ついでその試験合格という⽬標に対してい
ま⾃分がどの位置にいるのかを知ることが最重要となります。現在位置を知るためにも書
店で複数の関連書籍を⾒⽐べ、その中よりこれとおもう書籍を１冊買い求めて、それを徹底
的に勉強しつくすことが重要であると考えます。ChatGPT のいうデメリットを⾃分に合っ
た書籍との出会いによりなくすことができれば、おおむね順調に受験勉強は進んでいくこ
とでしょう。その１冊をマスターし、その後に必要ならばもう⼀段⾼度な１冊を求めていき
ます。 
 
 
質問 
⽇本には技術⼠試験があります。この試験には１次試験と２次試験があるのですが、その１
次試験に基礎科⽬があります。この基礎科⽬の出題範囲は幅広く、多くの受験⽣がこの科⽬
で合格点が取れないことが⼀次試験に合格できない原因となっています。参考までにこの
基礎科⽬は、①設計・計画、②情報・論理、③解析、④材料・化学・バイオ、⑤環境・エネ
ルギー・技術の５分野より各６問ずつ出題されます。この出題範囲がとても広い基礎科⽬に
合格するための効果的な⽅法はあるでしょうか？ 
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回答 
この広い出題範囲をカバーするために、次のような効果的な⽅法があります。 
１．シラバスを確認する: 問題が出題される可能性が⾼い内容を確認することで、重要なト
ピックを特定することができます。 
２．参考書を使⽤する: 基礎科⽬に焦点を当てた参考書を使⽤することで、必要な情報を網
羅的に学習することができます。 
３．問題集を解いて復習する: 問題集を解くことで、理解を深めたり、⾃分の誤りを⾒つけ
たりすることができます。 
４．グループ学習や講義を受ける: 他の⼈と学習することで、問題を共有したり、解決策を
共有することができます。 
５．定期的に復習する: 定期的に内容を復習することで、⻑期的な記憶に残ることができま
す。 
これらの⽅法を組み合わせて、効率的かつ効果的な勉強⽅法を設計することができます。ま
た、⾃分に合った勉強スタイルを⾒つけることも重要です。 
 
 
著者 
１〜５は凡⼈君がすべて実施し、特に３と５は彼が試験に合格した主な理由でしたね。秀才
君は問題を⾒ただけでこの問題は簡単に解けるとスルーしてしまい、そのことが結果的に
問題を解くのに必要な時間を彼に実感させなかったのが敗因となりました。３と５は重要
です。 
 
ここまでをまとめると、 
１． 受験しようとしている資格試験がどのような試験であるかを理解すること 
２． その試験合格に対して今の実⼒がどこに位置するかを知ること 
３． 合格ラインに達するためには何をどの程度学習しなければならないかを知ること 
４． そのために必要な最低限（冊数を絞ること）の教材をまずは⽤意すること 
５． 教材をマスターしたら必要に応じて１段⾼度な教材へと学習を進めること 
６． 過去問を実際に解いてみて得られる総合得点の⽪算⽤を繰り返すこと 

※ 過去問であっても近寄ってはならない問題は識別しておくこと 
（時間ばかりがとられ効率が落ちる） 

 
来るべき第⼀次試験⽇に向けて無理のない学習計画を⽴てましょう。 
やることを決めることも⼤事ですが、何をやらないかを決めることはもっと⼤事です。 
これには勇気と割り切りがいります。 
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書籍 技術⼠⼀次試験 基礎科⽬問題を極める 

（２０２２年版）より合格へのポイントを抜き出す 
 
ここから以降は、掲題書籍より実際に技術⼠⼀次試験で出題された問題およびその解答の
⼀例を抜き出し、秀才君がその解法に熱中した「近寄ってはならない問題」も例に出し、解
説を進めていく。 
 
なお、先に断っておくが、以降の解説が理解できれば、ここで取り上げた書籍「基礎問題を
極める」をあえて購⼊する必要はないと考える。 
 
主に説明するポイントは、 

どのような問題が出題されるか（カテゴリー分け） 
過去問が繰り返し出題される頻度はどの程度か 
近寄るべき問題 
近寄らなければならない問題 
近寄ることを避けた⽅がよい問題 
近寄ってはならない問題 
避けては通れない問題 

 

増補版への序（ｐ１７） 
技術⼠第⼀次試験・基礎科⽬の受験に挑むための⼼構えが述べられています。「計算量と漸
近的記法」「四分円の重⼼位置」は⾃信がなければ近寄ってはならない問題に分類されます。
後程解説いたします。 
「時代に合わせてその出題内容が少しずつ変化」とあるように、過去問を⾒てその変化の流
れを感じ取ることも必要です。この流れが感じ取れれば、過去に出題された問題で、こんな
問題はもう出ることはないだろうと判断できるものがあります。 
「繰り返し学習が新たな気づきを⽣み、成⻑を下⽀えします」。これが凡⼈君の合格への原
動⼒となりました。 
 

⽬次（ｐ１８〜２２） 
この⽬次を眺めればどのような分野から出題されているかが⾒えてきます。⾃⾝の現在の
知識範囲との重なり具合を確認すれば、どの分野の勉強をしていかなければならないかが
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わかります。結構広い分野から出題されているでしょ。それ故に受験者にとっては労⼒をつ
ぎ込む必要がある試験科⽬ということになります。 
 

過去問を勉強する意味（ｐ２３） 
過去に出題された問題が繰り返し出題されるので、過去問をしっかりと勉強することは⼤
切だと述べています。勉強する過去問の範囲は５年では不安があり、それ以上にさかのぼっ
て勉強する必要があるといっています。また、その過去問で得られた実⼒と⾃信に基づいて、
どの分野で何点取れるかの積み上げによる「予測得点の⽪算⽤」が必要であるといっていま
す。 
過去問については「過去に複数回出題された問題⼀覧」（ｐ４９〜５４）を参照してくださ
い。詳しく解析されています。 
 

近寄るべき問題 
繰り返し出題され、⽐較的容易に解答が得られる問題がこれに属します。過去問を実際に解
くとこの範疇に属する問題が結構多いことに気が付きます。 
正規分布・分散の加成性（加法性ともいう）はｐ２４の 11．標準偏差、Case1 にあるよう
に過去には H17-1-1-2、H21-1-1-3 で出題され、令和４年度は少し形を変えてですが、R04-
1-1-3「正規分布と確率変数ｚ」（ｐ６１）として出題されています。過去問を勉強し、その
出題の本質と解法をマスターしておけば、多少ひねった問題が出題されても、「ああ、あの
問題の変形だな」とピンとくるものです。 
偏微分（ｐ３４〜３７）と聞くと、拒絶反応を⽰す⽅もいらっしゃるかもしれませんが、基
礎科⽬で出題される偏微分は超簡単、絶対的な得点源になる出題です。この問題が出れば超
ラッキー、絶対に解答すべきです。問題⽂と解答を⽰していますので実際に確認してくださ
い。 
 

近寄らなければならない問題 
計算問題（実際に数値を求める必要があるもの）は基本的にはそんなに難しくはないと思い
ます。例えば、化学の問題です。技術⼠を⽬指す⽅の中にも化学に拒絶反応を⽰す⽅もいら
っしゃいますが、⾼等学校で習った範囲です。 
反応熱の計算（ｐ４０〜ｐ４２）で、与えられた３つの熱化学反応式より与えられた反応式
の熱量を求めるものです。反応式を⾜したり引いたりして求める化学反応式の形にできれ
ば、その反応式の吸熱量あるいは反応熱が求まります。⾼校の化学の時間には、やはり３つ
の反応式を⾜したり引いたりして答えを求めた記憶がありますが、そんなことをしていて
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は１問５分以内に答えを得ることはできません。そこで、少し⼯夫が必要となります。その
⼯夫に思い⾄れば、本問は⽴派な得点源となります。実際に出題と解答を⾒て、確認くださ
い。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
 
 
質問 
ある化学式の⽰す吸発熱量を、すでにわかっている他の複数の化学反応式の吸発熱量を組
み合わせることにより求めたいのですが、短時間で答えに⾄る⽅法をご提⽰ください。 
 
回答 
化学反応式の吸発熱量を組み合わせて、ある特定の化学式の⽰す吸発熱量を求めるには、化
学反応式のヒントとして使⽤することができる「エンタルピー」や「エントロピー」の変化
量を使⽤することがあります。また、あらかじめ計算済みのデータベースを使⽤することも
できます。答えが早く⾄ることを⽬的とする場合は、科学的な計算ツールを使⽤することが
望ましいです。 
 
 
科学技術史（ｐ４５〜４８）です。必ず毎年１問は出題されます。令和３年度まではこのペ
ージに記した⼈名と年代を記憶していれば１点ゲットだったのですが、令和４年度はあら
たな名前が出てきて⼤きな変化がありました。ｐ６０ではこの問題は難問に分類していま
す。今年令和５年度の試験で従前に復帰する可能性はあるのでしょうか？ かといって、こ
の問題は避けて通ることはできませんので最低限の備えは必要となります。 
 
空間距離とハミング距離（ｐ２８〜３１）は重要な情報通信技術の基礎理論です。令和元年
に初めての出題となりましたが、問題⾃体はそんなに難しくはありません。ここにある問題
２題を解けるようにしておけば、同様の問題が出題されたとしても解くことができます。実
際に令和４年度の試験問題 R04-1-2-4（ハミング距離・送信情報のエラー確認）が出題され
ましたが、これは容易に解ける問題です。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
 
 
質問 
ハミング距離とは何ですか。 ⽇本語で詳しく解説ください。 
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回答 
ハミング距離とは、2 つのビット列（⽂字列や数値など）の類似度を表す指標のことです。
2 つのビット列のハミング距離は、それらを⽐較して異なっているビットの数（「1」と「0」
が違う場所の数）です。この距離が⼩さいほど、2 つのビット列は類似していると考えられ
ます。 
このハミング距離は、データの誤り訂正や、⽂字列の⽐較など様々な⽤途で使⽤されていま
す。 
 

近寄ることを避けた⽅がよい問題 
実⾏時間のオーダー（ｐ２６〜２７）は情報処理時間を求めるための重要な概念です。少し
勉強すればなるほどな、と思いますが、試験会場でこれを⾒たときには、瞬間冷凍状態にな
るのではと思います。情報技術を専⾨とされる⽅には簡単かもしれませんが、それ以外の分
野の⽅はいったん保留とすべき問題であると感じました。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
 
 
質問 
コンピュータでの数値計算において、アルゴリズムとオーダ、実⾏時間について詳しく解説
ください。 
 
回答 
アルゴリズムとは、特定の問題を解決するための⼿順・⼿法・⽅針を表す⾔葉です。コンピ
ュータでの数値計算においては、数値解析やグラフィックスなど、様々な問題を解決するた
めのアルゴリズムが存在します。 
オーダとは、アルゴリズムの処理時間が増加する数値に対して、どの程度増加するかを表す
⾔葉です。例えば、O(N)という記号は、処理時間が⼊⼒データの要素数 N と同じ程度に増
加することを⽰します。 
実⾏時間は、アルゴリズムを実⾏するために必要な時間を表します。この時間は、アルゴリ
ズムのオーダによって⼤きく影響されます。オーダが⼤きいアルゴリズムは、処理時間が⻑
くなる可能性が⾼いのに対して、オーダが⼩さいアルゴリズムは、処理時間が短いことが多
いです。実⾏時間を短縮するためには、効率的なアルゴリズムの選択や、ハードウェアの最
適化などが考えられます。 
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近寄ってはならない問題 
はりのたわみ（ｐ３２〜３３）は専⾨性の⾼い問題です。この分野が専⾨の⽅にとっては簡
単な問題かもしれませんが、⾨外漢には公式を知っていなければ解けない問題です。その公
式を知っているかどうかで成否が決まる問題は、よほどの⾃信がない限り避けた⽅がよい
と判断しました。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
 
 
質問 
はりのたわみの⼤きさを求める公式はありますか。公式があればその公式もお⽰しくださ
い。 
 
回答 
はりのたわみ（振りのたわみ、振りひずみ）の⼤きさを求める公式はいくつかありますが、
最も⼀般的なものとして「Euler-Bernoulli 式」があります。この公式は次の式で表されま
す。 
δ = (PL^3)/(3EI) 
ここで、δははりのたわみの⼤きさを表します。P は作⽤する⼒、L は梁の⻑さ、E は材料
の弾性係数、I は梁の横断⾯の曲率モーメントを表します。 
この公式は梁に作⽤する⼒によってはりのたわみの⼤きさを求めることができます。ただ
し、この公式は単純な梁の場合にのみ適⽤されます。複雑な形状の梁や、特殊な条件下では
別の公式が適⽤される場合があります。 
 
 
令和４年度には R04-1-1-5（⽚持ばりの受ける応⼒）が出題されましたが、こちらはもっと
⾼度な公式を知っている必要があります。もちろん難問に分類されます。 
 
電気の合成抵抗を求める（ｐ３８〜３９）もなかなかの難問です。Ｗｅｂで調べても難しい
計算式が出てきますが、これでは５分という制限解答時間に間に合いません。結局は解答に
⽰したごとく、多少のトンチが必要になると思いますが、このような発想が試験会場でマジ
ックのように湧き出てくるはずもありませんから、これは近寄ってはならない問題です。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
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質問 
合成電気抵抗を求めるには、どのような⽅法がありますか？ できる限り多くの⽅法をお
教えください。 
 
回答 
合成電気抵抗は、複数の要素からなる電気回路を合成することによって求めることができ
ます。以下が⼀般的な⽅法です： 
部分抵抗の総和：複数の電気回路を組み合わせた各部分の抵抗を求め、それらの総和を求め
ます。 
平衡点法：合成する電気回路を平衡点に持つようにし、このときの平衡点の電圧から合成抵
抗を求めます。 
ステップ応答法：合成する電気回路に対してステップ応答を与え、このときの電圧変化から
合成抵抗を求めます。 
シミュレーション：合成する電気回路を計算機でシミュレーションし、このときの電圧変化
から合成抵抗を求めます。 
これらの⼿法によって、合成電気抵抗を求めることができますが、どの⽅法が最適なのかは、
問題の条件や要求によって異なります。 
 
 
四分円の重⼼位置座標（ｐ５８〜５９）を求めるには重積分式を⽴式し、これを５分以内で
解くことが求められますが、これを短時間で解くことはほぼ不可能でしょう。別解を考えま
したが、これは確実なものではありません。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
 
質問 
４分の１円の重⼼位置を、積分を使った⽅法で具体的に求めてください。 
 
回答 
４分の１円の重⼼位置は、積分を⽤いて求めることができますが、ここでは積分を使わない
⽅法を⽰します。 
４分の１円は、円周上に三点（半径ベクトル）を結ぶと形ができます。これら三点からなる
三⾓形の重⼼位置が、４分の１円の重⼼位置です。 
三⾓形の重⼼位置は、三点の座標の平均値となります。具体的には、４分の１円の内⾓の三
点の座標を求め、それらを加算して３で割って求めます。 
以上が、４分の１円の重⼼位置を積分を⽤いないで求める⽅法です。 
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質問 
円の半径を１として、ご提案の⽅法で具体的な座標の数値を算出してください。できれば計
算過程も⽰してください。 
 
回答 
! 
Hmm...something seems to have gone wrong. Maybe try me again in a little bit. 
 

※ ChatGPT はだんまりを決め込んでしまった。AI が⾃⾝の誤りに気付くことはすご
いことだと思う。この AI は現在まだ進化途上であり、将来が楽しみである。 

 

避けては通れない問題 
環境やエネルギーに関する問題は避けては通れません。たとえば、再⽣可能エネルギーによ
る発電⽐率（ｐ４４）です。関連する⽩書や⽇々のニュースを的確にとらえることが必要と
なります。 
令和４年度の試験にも、R04-1-5-4 に鉄鉱⽯の⽔素還元により鉄を製造するとき、その反応
は吸熱反応であるか発熱反応であるかを問う問題が出題されていますが、この問題は答え
を知っていれば答えられますが、計算で答えを求めようとすればかなりの労⼒と時間を要
します。 
 
ChatGPT に聞いてみました。 
 
 
質問 
鉄鉱⽯と⽔素の反応（還元反応）は発熱反応ですか？ 
 
回答 
はい、鉄鉱⽯と⽔素の反応（還元反応）は発熱反応です。この反応は製鉄過程で鉄鉱⽯から
鉄を抽出するために⾏われます。鉄鉱⽯と⽔素の反応によって⽣じる熱は、鉄鉱⽯内の酸素
と反応して発⽣することで、製鉄炉内の温度を上昇させることによって製鉄を⾏うことが
できます。 
 
 
質問 
その発熱量の⼤きさは分かりますか？ 
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回答 
その発熱量の⼤きさは異なりますが、⼀般的に⾼温であります。この発熱量は、反応によっ
て⽣じる熱と、鉄鉱⽯内の酸素との反応によって⽣じる熱から構成されます。この発熱量は、
製鉄過程において製鉄炉内の温度を維持するために必要な温度に到達するために必要です。
製鉄炉の温度は⼀般的に 1500℃から 1700℃の範囲になります。この発熱量は製鉄に必要な
温度を維持するためには⼗分ですが、安全に注意する必要があります。 
 

※ この反応は実際には吸熱反応であるので、⼈⼯知能 ChatGPT が必ずしも正しい答
えを返すとは限らない。 

 
 
その他、種々ChatGPT に聞いてみました。 
 
 
質問 
⽇本の総発電量に占める太陽光発電、⾵⼒発電、バイオマス発電の最新の⽐率を教えてくだ
さい。 
 
回答 
現在の情報では、⽇本の総発電量に占める太陽光発電、⾵⼒発電、バイオマス発電の⽐率は
確定していません。最新の情報は政府や関連団体などの正式な統計や報告書から⼊⼿する
ことができます。 
 
 
質問 
CO2 排出ゼロの世界が来ると思いますか？ 
 
回答 
CO2 排出ゼロの世界が実現するかどうかはわかりませんが、温室効果ガスの排出量を抑え
るために、多くの国が CO2 排出削減の⽅針を打ち出しています。また、再⽣可能エネルギ
ー技術の発展や、CO2 を吸収する技術の開発なども進んでいますので、今後の動向に注⽬
する必要があります。 
 
 
質問 
⽔素社会は到来すると思いますか？ 
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回答 
⽔素社会が実現されるかどうかはわかりませんが、近年、⽔素エネルギーの普及が進んでい
ます。これは、⽔素エネルギーが環境に優しいというメリットや、多様なエネルギーソース
からの⽔素⽣成が可能であるということなどが⼤きな要因となっています。しかし、⽔素イ
ンフラの整備や、⽔素を使った技術の進化などが進んでいなければ、⽔素社会は実現しにく
いと考えられています。 
 
 
質問 
CO2 を排出しないエネルギー源としてアンモニアに注⽬が集まっていますが、アンモニア
燃料は CO2 フリーと考えてもよいのですか？ 
 
回答 
アンモニア燃料を使⽤することにより直接的に CO2 は排出されませんが、アンモニアを⽣
産する⼯程では、多くの場合において CO2 の排出が発⽣します。また、アンモニア⽣産に
必要なエネルギーを提供するために⽯炭やガスなどの CO2 排出量が多いエネルギー源を利
⽤する場合もあります。そのため、アンモニアを燃料として利⽤することで完全に CO2 排
出なしでエネルギーを⽣産することは難しいと考えられます。 
 
 
質問 
関連質問です。たとえばメタンそのものをエネルギー源として使⽤する場合と、メタンから
合成したアンモニアをエネルギー源として使⽤する場合、同じ熱量を得るのに発⽣する
CO2 の量関係はどうなるでしょう？ 
 
回答 
メタンそのものをエネルギー源として使⽤する場合、その燃焼によって⼆酸化炭素（CO2）
と⽔が⽣成されます。⼀⽅、メタンから合成したアンモニアをエネルギー源として使⽤する
場合、アンモニアの燃焼によって⼆酸化炭素（CO2）、⽔、および窒素が⽣成されます。こ
れらの⽣成物の量によっては、メタンを使⽤した⽅が発⽣する CO2 の量が少なくなる場合
もありますが、具体的な数値は技術や環境などによって異なります。 
 
 
質問 
関連質問です。メタンを直接燃焼させる場合よりもメタンをアンモニアとしそれを燃焼さ
せた場合の⽅が、結果的には CO2 の発⽣量が多くなる場合もあると考えますが、具体的な
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データはありませんか？ 
 
回答 
メタンをアンモニアとして合成する過程において、CO2 が排出されるため、アンモニアを
燃料とする場合の⽅がメタンを燃料とする場合よりも CO2 の発⽣量が多い可能性がありま
す。具体的なデータは存在するかもしれませんが、私が持っている情報の範囲内では⼊⼿で
きませんでした。 
 
 

チャレンジしよう！ 技術⼠第⼀次試験 
 
いかがでしたか？ 少しは合格するような気になってきたのではないでしょうか。 
勉強範囲の適切な決定と、計画的な学習計画があれば合格に限りなく近づけます。 
あとは試験会場での実際の解答シーンをイメージした実践訓練あるのみです。 
 
 
技術⼠（Wikipedia）より 
技術⼠は、技術⼠法（昭和 58 年（1983 年）4 ⽉ 27 ⽇法律第 25 号）に基づく⽇本の国家資
格であり、有資格者は技術⼠の称号を使⽤し登録した技術部⾨の技術業務を⾏える。また、
技術⼠は、科学技術の応⽤⾯に携わる技術者にとって最も権威のある最⾼位の国家資格で
あり、この資格を取得した者は、科学技術に関する⾼度な知識、応⽤能⼒および⾼い技術者
倫理を備えていることを国家によって認定されたことになる。 
 
技術⼠補は、将来技術⼠となる⼈材の育成を⽬的とする、技術⼠法に基づく⽇本の国家資格
である。有資格者は技術⼠の指導の下で、技術⼠補の称号を使⽤して、技術⼠を補佐する技
術業務を⾏える。 
 
 
なお、ここで⽰した勉強法は、技術⼠第⼀次試験の基礎科⽬のみならず、技術⼠試験全般、
そしてもちろん他の資格試験や⼤学⼊試等、幅広く活⽤が可能となるものです。 
 
みなさまの今後のご活躍に本記事が役⽴ちますことを、強く願っています。 
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技術⼠⼀次試験  
基礎科⽬問題を極める 

（２０２２年版） 
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増補版への序 
 

昨年（２０２０年）６⽉に本書の第１版を出版してから、まだ１年半しか経過していませ
んが、その間に２回の技術⼠第⼀次試験が執り⾏われました。 

本書（２０２２年版）では、２０２０年版に平成２年度および平成３年度の問題の解答を
加えるとともに、補⾜資料として近年注⽬を集め、技術⼠⼀次試験にも出題頻度の⾼い地球
温暖化問題とカーボンニュートラルに関して、主に最新のエネルギー⽩書および環境⽩書
より重要と考えられるデータを引⽤いたしました。さらに、補⾜資料としてこれだけ知って
いれば技術⼠第⼀次試験・基礎科⽬は乗り切れると考えられる、微分・積分の基礎（基本公
式）も加えました。 

技術⼠第⼀次試験の基礎科⽬では５つの群より合計３０題が出題されます。基礎的で重
要と考えられる問題については繰り返し出題されていますが、毎年何題かは新奇な問題が
出題されます。例えば本年令和３年度 1-2-6 の計算量と漸近的記法、1-3-6 の四分円の重⼼
位置を求める問題などがこれにあたります。あるいは、はるか昔には勉強はしたが、ここし
ばらくは⾒ることのなかった分野の問題が出題されることもあります。たとえば昨年令和
２年度試験 1-3-6 で出題されたベルヌーイの定理に関する計算問題などがそれです。 

さらにここ数年は気候変動問題、いわゆる地球温暖化問題に強く焦点が当たっています。
全世界が関係する問題であり、その解決には多くの知恵と多くの苦しみが伴います。第５群
には⽩書より関連する問題が多く出題されています。新しい知識を常に吸収し続ける必要
があるのがこの第５群です。 

技術⼠第⼀次試験の基礎科⽬問題も時代に合わせてその出題内容が少しずつ変化してい
っているということです。第１群から第５群まで、⾮常に幅広い知識と、その知識を応⽤す
る能⼒が技術⼠には求められているということです。本書では平成１６年度から本年令和
３年度までの技術⼠第⼀次試験・基礎科⽬の出題をくまなく網羅しています。うまく活⽤し
ていただければ受験のための実⼒養成は勿論のこと、技術者としての問題解決能⼒の向上
にも役⽴つことでしょう。繰り返し学習が新たな気づきを⽣み、成⻑を下⽀えします。 

 
平成１６年度から令和元年度再試験までの、基礎科⽬試験で出題された問題は、次のアド

レスに登録しています（⽇本技術⼠会のホームページで確認できるのは平成２３年度から
本年令和３年度の出題です）。 

https://www.alchemist.jp/GijutsushiShiken/Questions.html 
 
 

２０２１年１２⽉   畑 啓之 
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下線

Owner
下線

Owner
下線

Owner
下線

Owner
下線

Owner
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⽬  次 
 
        ページ 
はじめに          ⅰ 
 
全般的な事項         １ 
  本書の位置づけ 
  問題番号の表⽰⽅法 
  第１〜５群の記載⽅法 
  正誤選択問題での⽂書表⽰法 
  付表について 
  過去問を勉強する意味 
  調査の⽅法 
  基礎科⽬解答の掲載されたサイト 
 
第１群  設計・計画 
 
項  ⽬       出 題 数   ページ 
１．信頼度      １３       ７ 
２．信頼性設計      ３     １３ 
３．設備・機械の保全     ５       １６ 
４．信頼性獲得⼿法      １      １９ 
５．最適化⼿法      ４    ２１ 
 
６．計画・設計 最適化の⽅法    ３    ２５ 
７．デザイン各種      ７    ２７ 
８．設計図⾯      ５    ３２ 
９．品質要求と品質要素     ２    ３４ 
10．製造物責任      ４    ３６ 
 
11．標準偏差      ５    ３７ 
12．品質管理      ２    ４０ 
13．抜取検査      ３    ４３ 
14．待ち⾏列      ５    ４５ 
15．オペレーションズ・リサーチ   １５    ４７ 

Owner
テキストボックス
　１８　
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項  ⽬       出 題 数   ページ 
16．全体順位の決定      ２     ５４ 
17．PERT 法      ９     ５８ 
18．PDCA サイクル      ３     ６４ 
19．材料の強度      ７     ６６ 
20．せん断⼒      １     ７０ 
21．地震と破壊      ３     ７２ 
 
 
第２群  情報・論理 
 
項  ⽬       出 題 数   ページ 
１．２進数、N 進数     １４     ７６ 
２．情報の容量      ７     ８４ 
３．２進数配列のシフト     １     ８８ 
４．記憶素⼦      ４     ８９ 
５．実⾏時間      ６     ９２ 
 
６．数値計算の誤差      ３     ９６ 
７．情報保存 RAID      １     ９９ 
８．空間距離とハミング距離     ２    １００ 
９．データ検索法      １    １０３ 
10．パリティ      ３    １０４ 
 
11．インターネット     １１    １０６ 
12．論理問題      ３    １１１ 
13．集合の論理式    ４    １１５ 
14．集合に含まれる数     ６    １１８ 
15．天気の確率      ３    １２２ 
 
16．重み付け      ３    １２３ 
17．⽂字列の表記     １０    １２５ 
18．判断基準と決定表     ２    １３３ 
19．アルゴリズム      ７    １３６ 
 
 

Owner
テキストボックス
　１９　
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第３群  解析 
 
項  ⽬       出 題 数   ページ 

簡単な解説       １４７ 
１．ヤング率     １６    １５４ 
２．応⼒集中      ２    １６３ 
３．たわみと固有振動数     ６    １６４ 
４．ポアソン⽐      ５    １６８ 
５．バネ       ５    １７１ 
 
６．有限要素法 基本    １０    １７４ 
７．有限要素法 ⾯積座標、座標変換    ９    １７９ 
８．有限要素法 要素内内挿     １    １８６ 
９．有限要素法 補間多項式      １    １８８ 
10．有限要素法 差分近似式      ５    １８９ 
 
11．有限要素法 定積分近似式    ４    １９０ 
12．有限要素法 ⼆重積分      ２    １９３ 
13．有限要素法 トラスモデル    １    １９５ 
14．有限要素法 振動解析     ２      １９７ 
15．偏微分       ９    １９８ 
 
16．ベクトル      ３    ２０１ 
17．慣性モーメント      ２    ２０４ 
18．逆⾏列       ３    ２０６ 
19．数式に関すること    １３    ２０９ 
 
 
第４群  材料・化学・バイオ 
 
項  ⽬       出 題 数   ページ 
１．原⼦分⼦の構造と性質    １１    ２２５ 
２．化学反応     １４    ２３５ 
３．計算問題      ６    ２４４ 
４．中和とｐH      ５    ２４９ 
５．⾼分⼦化合物      １    ２５２ 

Owner
テキストボックス
　２０　
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項  ⽬       出 題 数   ページ 
６．⾦属の結晶構造      １    ２５４ 
７．⾦属の性質     １５    ２５５ 
８．⾦属の製造      ２    ２６５ 
９．電⼦セラミックス     ２    ２６７ 
10．材料と製品      ８    ２６８ 
 
11．放射線と材料      １    ２７２ 
12．遺伝形質      １    ２７４ 
13．DNA       ５    ２７５ 
14．遺伝⼦操作等      ５    ２７８ 
15．⽣物を構成する物質    １１    ２８１ 
 
16．⽣体膜       ２    ２８８ 
17．代謝       ３    ２９０ 
18．時の話題      ２    ２９２ 
 
 
第５群  環境・エネルギー・技術 
 
項  ⽬       出 題 数   ページ 
  ⽤語集                           ２９４ 
１．計算問題      ９    ３０４ 
２．エネルギー需給     １０    ３０８ 
３．発電と蓄電      ２    ３１８ 
４．エネルギー資源      ６    ３１９ 
５．再⽣可能エネルギー     ２    ３２２ 
 
６．資源リサイクル      ７    ３２４ 
７．廃棄物       １    ３２９ 
８．環境汚染      ４    ３３０ 
９．環境問題      １    ３３３ 
10．環境保全活動     １１    ３３４ 
 
11．地球温暖化      ８    ３４２ 
12．⽣物の多様性      ２    ３４８ 

Owner
テキストボックス
　２１　
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項  ⽬       出 題 数   ページ 
13．知的財産      ５    ３４９ 
14．技術者倫理      ２    ３５４ 
15．科学技術コミュニケーション    ４    ３５５ 
 
16．⼈類と技術      ６    ３５９ 
17．科学技術史     １０    ３６３ 
 
 
付表 
 
表Ⅰ 出題された問題の正答番号     ３７０ 
表２ 出題された問題の掲載位置（索引）    ３７１ 
表３ 過去に複数回出題された問題⼀覧     ３７２ 
   表および該当する問題の掲載位置 
表４ 出題問題中の難度の⾼い問題⼀覧（参考）    ３７８ 

該当する問題の掲載位置 
表５ ⽳埋め問題⼀覧       ３７９ 

該当する問題の掲載位置 
表６ ⼀次試験の受験者数と合格率     ３８０ 
 
 
令和２年度技術⼠第⼀次試験 基礎科⽬問題 解答         ３８１ 
 
令和３年度技術⼠第⼀次試験 基礎科⽬問題 解答         ４２３ 
 
（補⾜資料） 
 
地球温暖化問題とカーボンニュートラル              ４５７ 
  エネルギー⽩書と環境⽩書を中⼼に 
 
微分・積分の基礎                        ４７４ 
 
 
 
 

Owner
テキストボックス
　２２　
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過去問を勉強する意味 

付表３に⽰した過去に複数回出題されている問題より、その問題が何年前に出題されたも
のであるかを求め、その結果を下表にまとめています。令和元年度の試験とその再試験は共
に令和１年度に⾏われたとしました。 
 
表をまとめるときのルールです。令和元年度に出題された問題で、過去に出題されたものが
あり、たとえばそれが前の年の平成３０年度の試験で出題されたものであれば、カッコ内の
数字を１、またたとえば平成２１年度に出題されたものであれば、１０年前の出題となりま
すので括弧内の数字を１０としています。平成３０年度、および平成２９年度の問題につい
ても同様の確認を⾏い次の表を得ました。 
 
同じ問題が出題される頻度 

 令和１年度再 令和１年度 平成３０年度 平成２９年度 
第１群 ２（５，１３） １（２） １（３） ２（３，６） 
第２群 ３（２，４，６） ２（５，１０） ３（１，２，５） ２（４，８） 
第３群 ２（５，８） ３（７，１１，１４） ２（２，１５） １（５） 
第４群 ３（２，２，３） ２（４，１０） ２（７，７） ３（４，５，１１）
第５群 ３（６，６，７） １（２） ３（４，４，５） １（６） 
合計 １３ ９ １１ ９ 

※ ２（５，１３）は令和元年度再試験において、第１群の出題６問中の２問が過去に 
  出題されたことがあり、そのひとつが５年前の試験で、そしてもうひとつが１３年前 
  の試験で出題されたことを⽰しています。 
 
技術⼠⼀次試験基礎科⽬は５群より各６問、計３０問出題されます。そして、各群より３問
ずつを選択し、合計で１５問の解答をします。そして、正解の問題数が８以上であれば基礎
科⽬は合格となります。 
上の表からは過去問をしっかりと勉強すると、確認した平成２９年度から令和１年度再試
験まで、いずれの試験においても合格圏に⼊ることがわかります。過去問の勉強範囲を５年
以内とすると、表の合計は、令和元年度再試験が８、令和元年度試験が４、平成３０年度試
験が８、そして平成２９年度試験が６となり、これだけでは合格圏内への到達は難しいこと
がわかります。 
結論としては、過去問もしっかりと勉強し、さらに得点源となる⽐較的容易に解ける問題も
たくさんありますので、それらの問題を取りこぼしのないように勉強していくことが必要
となります。どの群で、そしてその群の中のどの分野の問題で何問正解できるかの⽪算⽤が
必要となってきます。 

Owner
下線

Owner
下線

Owner
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Owner
下線

Owner
テキストボックス
　２３　
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４問とも同じ問題です。解答と合わせて読めば、内容は容易に理解できます。 
 
参考までですが、損害賠償責任を追及する場合、⺠法の不法⾏為法における⼀般原則によれ
ば、要件の⼀つとして加害者に故意・過失があったことにつき被害者側が証明責任を負う。
つまり⺠法で損害賠償を請求する際には、被告の過失を原告が⽴証する必要があります。し
かし多くの場合、その過失の証明が困難です。製造物責任法では製造者の過失を要件とせず、
製造物に⽋陥があったことを要件とすることにより、損害賠償責任を追及しやすくしまし
た。 
 
 
 

１１．標準偏差 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case      1   
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

 3  1 2   1  
 
Case 1  H17-1-1-2, H21-1-1-3, H27-1-1-5 
Case 2  H20-1-1-3 
Case 3  H23-1-5-4 
 
 
Case 1 正規分布 分散の加成性 
 
H27-1-1-5  正答 ① 

 

Owner
長方形

Owner
テキストボックス
加成性とも加法性ともいう

Owner
テキストボックス
　２４　
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正規分布は、Ｎ（μ、σ２）と表します。μは平均値、σが標準偏差、σ２が分散です。 
Ｎ（μ１、σ１２）とＮ（μ２、σ２２）においてつぎの加法性（正規分布の再⽣性）が成り⽴
ちます。 
 

μ＝μ１＋μ２、σ２＝σ１２＋σ２２ 

 
この問題では、σ２＝σ１２＋σ２２＝０．４2＋０．３2＝０．２５です。従って、標準偏差σ
＝０．５ｍｍとなります。出題では３５００ｍｍ
が３５０１．５ｍｍと１．５ｍｍ増えます。この
１．５ｍｍは３σに相当します。正規分布におい
て数値が±３σ内に存在する確率は９９．７％、
３σ内に存在しない確率は０．３％です。この問
題では正規分布の横軸の値の⾼い⽅、＋３σを超
える確率は０．３％／２＝０．１５％です。（正規
分布の−３σより⼩さい確率と、＋３σより⼤き
い確率の合計が０．３％です。） 
 
 
Case 2  信頼⽔準 
 
H20-1-1-3  正答 ➃ 

 

Owner
長方形

Owner
テキストボックス
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５．実⾏時間 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case    4 3   4 
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

 3 2    1   
 
Case 1  H18-1-2-1    Case 3  H23-1-2-4, H28-1-2-4 
Case 2  H22-1-2-2    Case 4  H25-1-2-6, H29-1-2-6 
 
 
Case 1 データ送信速度 
 
H18-1-2-1  正答 ➃ 

 
 
送信しようとしているデータの⼤きさは１Ｇバイト＝１０９×８ビットです。⼀⽅、送信速
度は１０Ｍｂｐｓ＝１０×１０６ビット／秒です。従って、送信に必要な時間は、 
（１０９×８）／（１０×１０６）＝８００秒となります。 
 
 
Case 2 実⾏時間のオーダー 
 
H22-1-2-2  正答 ② 

 

Owner
長方形

Owner
テキストボックス
　２６　
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実⾏時間のオーダーとは何であるかがわかりにくいかもしれませんが、たとえば今１００
の要素からなる建築物の安全性計算をしていてそれにかかる時間が２時間であるとします。
続いて２００の要素からなる建物についても同じ計算プログラムを⽤いて計算を⾏う時に
どれだけ計算時間がかかるかに関係してくるのがオーダーです。 
要素が１００から２００へと２倍に増えたのですから、計算時間も２倍になるとするとオ
ーダーは１（２の１乗）です。計算時間が４倍になるとするとオーダーは２（２の２乗）、
そして 8 倍になるとするとオーダーは３（２の３乗）です。 
 
① ２ｎ個のデータを処理する場合、アルゴリズムの実⾏オーダーはｎ２であるが、実⾏時

間まではわからない。ｎ個のデータでの実⾏時間がｃｎ２であるので、２ｎ個のデータ
ならばｃ(２ｎ)２＝４ｃｎ２となり、ｃ＝１でないときには４ｎ2 とはならない。 

 
② データの数が多くなってきた場合、オーダーが⼩さいほうが実⾏時間が短くなる。オー

ダーの⼤きさを⽐較するとｎｌｏｇ２ｎ＜ｎ２。すなわちデータの数が多くなってきた
場合にはｌｏｇ２ｎのアルゴリズム（前者）のほうが実⾏時間が短い。 
設問では逆の記載となっています。 

 
           ｌｏｇ２ｎ     ｎ 
    ｎ＝２      １   ＜   ２ 
    ｎ＝４      ２   ＜   ４ 
    ｎ＝８      ３   ＜   ８ 
 
③ ①と同じで、ｎ２は同じであるが、実⾏時間はわからない。 
 
➃ データ数が２倍になると計算時間が４倍、３倍になると９倍となった時、オーダーは 

ｎ２である。 
 
⑤ オーダーは、アルゴリズムの計算特性を表しているだけなので、処理したいデータ数に

よりメモリサイズは変化する。 
 
 

Owner
テキストボックス
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② ＲＡＩＤ ０のストライピングでは、複数台のドライブを⽤いて構成するが、そのドラ
イブの１台でも故障すると機能が停⽌する。２台では故障率が約２倍となる。 

③ ＲＡＩＤ １のミラーリングでは、パリティを⽤いない。パリティを⽤いるのは 
ＲＡＩＤ ５である。 

➃ ＲＡＩＤ ５では、パリティ専⽤のキャッシュを⽤意することでディスクアクセスのボ
トルネックを解消する。 

⑤ ＲＡＩＤ ５では、ディスク台数を増やすことでデータが分散されて、アクセスの⾼速
化が可能になる。 

 
 
 

８．空間距離とハミング距離 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case  1  1       
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

         
 
Case 1  R01-1-2-3, R01-1-2-5 
 
 
Case 1  空間距離とハミング距離 
 
R01-1-2-3  正答 ③ 

 

Owner
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Owner
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空間距離に関する問題です。 
この問題を解くにはひらめきが必要です。ひらめけば⼀瞬にして答に⾄ります。 
⽂書Ｄ／⽂書Ａで、単語１＝２１／７＝３、同じく単語２＝９／３＝３、単語３＝６／２＝
３となっていますので、⽂書 A と⽂書 D の空間距離はゼロとなります。 
 
確認のために実際に計算してみました。⽂書 A と⽂書 D 間の空間距離がゼロであることが
わかります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
R01-1-2-5  正答 ⑤ 

 

Owner
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ハミング距離に関する問題です。本問題は付加ビット（パリティ）（第２群１０項）とも絡
み、考えさせる問題となっています。 
 
（ア）１１１０００１と０００１１１０を重ね合わせて、⼀致しない箇所は７か所です。 
（イ）（ア）の解答が決定したので、（イ）に⼊るのは 

「➃１００１０１０」か「⑤１０１１０１０」 
のどちらかとなります。 

 
７桁のビット列は送信過程で⾼々１ビットしか通信の誤りが起こらないとの仮定です。受
信ビット列「１００１０１０」の頭４⽂字の情報ビット列「１００１」を取り出し、許され
る４つの並び A〜D を表に⽰しました。また、この候補となる送信ビットから付加ビット
を創⽣しました。 
表の「送信ビット」＋「付加ビット」と候補となる➃および⑤の受信ビット列のハミング距
離を求めたところ、その候補として「１０１１０１１」（ハミング距離１）が有⼒であるこ
とがわかりました。従って答は⑤となります。 
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９．データ検索法 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case         
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

       1  
 
Case 1  H17-1-2-4 
 
 
Case 1 データ検索法 
 
H17-1-2-4  正答 ① 

 
 
ハッシュ探索  
探索時間を⼀定にできる。データの⼤⼩⽐較には適しません。 

Owner
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Case 1 はりのたわみ 
 
H27-1-3-6  正答 ④ 

 
 
これは難しい問題です。公式を知っていないと解けません。参考となる資料は、 
「断⾯２次モーメントによる「はり」のたわみ量計算、（ＭＯＮＯＷｅｂ）機械設計エンジニ
アの基礎知識）」です。 
 
公式より、たわみδ＝ＷＬ３／（３ＥＩ）＝４ＷＬ３／（Ｅｂｈ３） 
δははりの先端部におけるたわみの⼤きさ、Ｗははりの先端にかける⼒（この問題ではＰ）、
Ｌははりの⻑さ、ｂははりの幅、ｈははりの⾼さ、Ｅはヤング率、Ｉは断⾯⼆次モーメント
でＩ＝ｂｈ３／１２です。 
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今の問題にこの公式を適⽤します。はり１、はり２ともにＷ（この問題ではＰ）とＥが等し
いので、α＝４Ｗ／Ｅと置いて、 
    はり１   δ１＝α×Ｌ３／（（Ｌ／４）（Ｌ／４）３） 
    はり２   δ２＝α×ａ３／（（Ｌ／３２）ｄ３） 
今、δ１＝δ２なので、ａ／ｄ＝２．０となります。 
 
 
H21-1-3-2  正答 ①  

 
 
問題⽂が短いし、答は直感的にわかります。 
 
直感的にδ１＜δ２＜δ３。 
前ページの問題（H27-1-3-6）で⽰しているように、たわみの⼤きさはｂｈ３（ｂははりの
幅、ｈは張りの⾼さ）に反⽐例します。 
 
 
 

Owner
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R01 再-1-3-5  正答 ④ 

 
 
① 形状によって変わってくる。 
② 管端が開いているか閉じているかで、気柱の振動数に変化が⽣じる。 
③ 固有振動数ω＝√（g/L)であるので、重りの質量には関係ない。 
➃ 熱伝導は⾼温側より低温側への温度勾配により熱が伝わる。単位時間当たりの熱の移

動量を式で書けば、Ｑ＝ＡＵΔＴで、Ｑは単位時間あたりに移動する熱量、Ａは伝熱⾯
積、Ｕは熱伝導率、ΔＴは温度勾配で（Ｔ１−Ｔ２）／Ｌ、ここにＴ１とＴ２は⾼温側と
低温側の温度、Ｌは熱が伝わる距離です。この式に時間は出てきません。 

⑤ １次元の弦の振動でも、基本振動以外に２倍振動や３倍振動があるように、平板におい
ても種々の振動パターンがある。 

 
 
 

１５．偏微分 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case  1 1   1 1  1 
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

 1 1   1 1     
 
Case 1  H20-1-3-5, H21-1-3-4, H22-1-3-2, H23-1-3-5, H25-1-3-6 

H26-1-3-1, H27-1-3-2, H30-1-3-2, R01-1-3-1 
 
ｇｒａｄは勾配、ｄｉｖは発散、ｒｏｔは回転です。 
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Case 1 ベクトルの偏微分 
 
R01-1-3-1  正答 ⑤ 

 
 
Ｖ＝（Ｖｘ，Ｖｙ，Ｖｚ）＝（ａ，ｂ，ｃ）において 
ベクトル成分は、 
 Ｖｘ＝ａ 
 Ｖｙ＝ｂ 
 Ｖｚ＝ｃ 
従って 
 Ｖｘ＝ｓｉｎ（ｘ＋ｙ＋ｚ） 
 Ｖｙ＝ｃｏｓ（ｘ＋ｙ＋ｚ） 
 Ｖｚ＝ｚ 
 
 あとは素直に計算するのみです。 
 ｄｉｖＶ＝∂Ｖｘ／∂ｘ＋∂Ｖｙ／∂ｙ＋∂Ｖｚ／∂ｚ 
    ＝∂ｓｉｎ（ｘ＋ｙ＋ｚ）／∂ｘ＋∂ｃｏｓ（ｘ＋ｙ＋ｚ）／∂ｙ＋∂ｚ／∂ｚ 
    ＝ｃｏｓ（ｘ＋ｙ＋ｚ）−ｓｉｎ（ｘ＋ｙ＋ｚ）＋１ 
 与えられた条件より（ｘ，ｙ，ｚ）＝（２π，０，０）であるから 
    ＝ｃｏｓ（２π）−ｓｉｎ（２π）＋１ 
    ＝１−０＋１＝２ 
 
（参考） 

ｄ／ｄｘ（ｓｉｎ（ａｘ））＝ａ×ｃｏｓ（ａｘ） 
ｄ／ｄｘ（ｃｏｓ（ａｘ））＝−ａ×ｓｉｎ（ａｘ） 
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H26-1-3-1  正答 ②  

 
 
① ｕ＝（ｕ，ｖ）として与えられているから、たとえば①ではｕ＝（ｘ，ｙ） 

従って、ｕ＝ｘ、ｖ＝ｙである。 
  ∂ｕ／∂ｘ＋∂ｖ／∂ｙ＝∂ｘ／∂ｘ＋∂ｙ／∂ｙ＝１＋１＝２ 
同様に 
② １−１＝０  
③ ｙ＋ｘ  
④ ｙ−ｘ  
⑤ ２ｘ−２ｙ 
 
 
H21-1-3-4  正答 ④ 

 
 
 Ｖｘ＝ｙ２、Ｖｙ＝ｘ＋ｙ 
 ｒｏｔＶ＝∂Ｖｘ／∂ｙ−∂Ｖｙ／∂ｘ＝２ｙ−１ 
 （ｘ，ｙ）＝（３，２）ですから 
 ｒｏｔＶ＝３ 
 
 
H20-1-3-5  正答 ④ 
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 Ｖｘ＝ｘ３、Ｖｙ＝ｘｙ＋ｙｚ＋ｚｘ、Ｖｚ＝ｚ 
 ｄｉｖＶ＝∂Ｖｘ／∂ｘ＋∂Ｖｙ／∂ｙ＋∂Ｖｚ／∂ｚ 
     ＝３ｘ２＋ｘ＋ｚ＋１ 
 （ｘ，ｙ，ｚ）＝（２，１，１）ですから 
 ｄｉｖＶ＝１６ 
 
 
 

１６．ベクトル 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case 3   2   1  
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

         
 
Case 1  H26-1-3-4   Case 2  H29-1-3-2     Case 3  R01 再-1-3-2 
 
 
Case 1 内積 
 
H26-1-3-4  正答 ① 

 
 
内積の定義を知っているかを問う問題です。 

Owner
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    Ｑ＝ｋ１A(Ｔ２−Ｔ１）ℓ１／ℓ＋ｋ２A(Ｔ２−Ｔ１）ℓ２／ℓ 
     ＝（ｋ１ℓ１＋ｋ２ℓ２）／（ℓ１＋ℓ２）×A（Ｔ２−Ｔ１） 
従って 

    ｋｘ＝（ｋ１ℓ１＋ｋ２ℓ２）／（ℓ１＋ℓ２） 
 
この段階で、答は③か⑤のどちらかに答は絞り込まれます。 
 
ｙ⽅向に熱が伝わる場合には、中間の温度をＴｍとすると、ℓ＝ℓ１＋ℓ２と、断⾯積当たり
に流れる熱量は変化しないことより、 
    Ｑ＝ｋ１Ａ（Ｔｍ−Ｔ１）／ℓ１＝ｋ２Ａ（Ｔ２−Ｔｍ）／ℓ２ 
    ＝（Ｔ２−Ｔ１）／（ℓ１／（ｋ１Ａ）＋ℓ２／（ｋ２Ａ）） 

＝（ℓ１＋ℓ２）／（（ℓ１／ｋ１）＋（ℓ２／ｋ２））Ａ（Ｔ２−Ｔ１）／（ℓ１＋ℓ２） 
従って、 
    ｋｙ＝（ℓ１＋ℓ２）／（（ℓ１／ｋ１）＋（ℓ２／ｋ２）） 
となります。 
 
 
Case 8  合成抵抗を求める 
 
H29-1-3-4  正答 ② 

 

Owner
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技術⼠⼀次試験・基礎科⽬において、電気関係の唯⼀の出題です。 
 
普通に思いつく⼀般的解法においては，A 点と B 点を持って両⽅に引っ張れば⼀般的解法
の（ａ）（ｂ）の図が出来上がり，その合成抵抗はそれぞれｒおよび１．５ｒと求まる。 
（ｃ）についてはこの⽅法は使えないので，図の○印を中⼼に点対称であることを利⽤する
と，合成抵抗は１．４ｒと求まり，答はＲａ＜Ｒｃ＜Ｒｂとなる。問題は，この⽅法で 4 分
以内に答に⾄ることができるか，である。 
ｉ１、ｉ２、ｉ３とします。そうすると、次の式が成り⽴ちます。 
    ｉ ＝ ｉ１ ＋ ｉ２ 
    ｉ１＝ ｉ２ ＋ ｉ３ 
Ｘ−Ｙ間の電圧降下より 
    ｒ×ｉ１ ＝ ２ｒ×ｉ２ − ｒ×ｉ3  
これを解くと、 

ｉ１ ＝ ０．６ｉ、 ｉ２ ＝ ０．４ｉ、 ｉ３ ＝ ０．２ｉ 
となります。 
電流の⼊り⼝から出⼝までの電圧降下は、⼊り⼝から Y を経て出⼝までを計算すると 
    電圧降下 ＝ ｒ×ｉ１ + 2×ｒｉ２ ＝ １．４ｒｉ となります。 
念のために、どの経路を辿って計算しても１．４ｒｉとなります。 
 
ヒラメキ解法は（ｂ）の破線丸印で囲った部分が（ａ）と同形であることを利⽤します。 
結果は⼀⽬瞭然で，これならば短時間で答に⾄ることができます。 
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Case 5 反応熱 
 
H24-1-4-1  正答 ①  

 
 
（⼀般的な⽅法） 
 
化学反応式を書き直します。化学反応に関係する化合物を式の左側に、発熱量を式の右側に
持ってきました。 
 
   Ｃ＋０．５Ｏ２−ＣＯ   ＝１１１ｋＪ     式１ 
   Ｃ＋Ｏ２−ＣＯ２     ＝３９４ｋＪ     式２ 
   Ｈ２＋０．５Ｏ２−Ｈ２Ｏ ＝２８６ｋＪ     式３ 
 
そして①も書き直します。 
 
   ＣＯ＋Ｈ２−Ｃ−Ｈ２Ｏ ＝？ｋＪ       式① 
 
②〜⑤も同様に書き直して、マトリックスを作ります。 

Owner
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このマトリックスからわかることは、 
 
？①＝式３−式１      ＝２８６−１１１       ＝＋１７５ｋＪ 
？②＝−式１＋式２−式３  ＝−１１１＋３９４−２８６  ＝−３ｋＪ 
？③＝式１−式２      ＝１１１−３９４       ＝−２８３ｋＪ 
？④＝２×式１−式２    ＝２×１１１−３９４     ＝−１７２ｋＪ 
？⑤＝式２−２×式３    ＝３９４−２×２８６     ＝−１７８ｋＪ 
 
この問題を、⾼校で習ったように、化学式を⾜したり引いたりしていては答にはなかなかた
どり着けません。この問題を短時間で解く⼯夫が必要となります。 
 
（簡単に答が得られる別解） 
 
これは化学の問題ですが、⾒⽅によっては化学の問題ではありません。６つの化合物を A、
B、C、D、E、F とすれば数学らしい式となります。A は C(炭素)、B は O2（酸素）、C は
H2（⽔素）、D は H2O（⽔）、E は CO（⼀酸化炭素）、F は CO2（⼆酸化炭素）を置き換え
ています。 
 
与えられた前提となる３つの化学式は、 
   Ａ＋０．５Ｂ−Ｅ ＝１１１ 
   Ａ＋Ｂ−Ｆ  ＝３９４ 
   Ｃ＋０．５Ｂ−Ｄ ＝２８６ 
式が３つに変数が６個。従って、Ａ〜Ｆの数値は確定することができません。変数には３つ
の⾃由度がありますので、Ａ＝０、Ｂ＝０、Ｄ＝０とします。そうすると、Ｃ＝２８６、Ｅ
＝−１１１、Ｆ＝−３９４となります。これを⽤いて、設問の①〜⑤の反応式の⽣成熱量を
計算します。 
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① Ｅ＋Ｃ−Ａ−Ｄ ＝−１１１＋２８６−０−０  ＝＋１７５ 
② Ｅ＋Ｄ−Ｃ−Ｆ ＝−１１１＋０−２８６−（−３９４） ＝−３ 
③ Ｆ−Ｅ−０．５Ｂ ＝−３９４−（−１１１）−０．５×０ ＝−２８３ 
④ Ａ＋Ｆ−２Ｅ ＝０−３９４−２×（−１１１）  ＝−１７２ 
⑤ Ａ＋２Ｄ−２Ｃ−Ｆ ＝０＋２×０−２×２８６−（−３９４） ＝−１７８ 
 
発熱反応であるものは計算結果が正の値である①となります。 
 
 
Case 6 ベンゼン環の反応 
 
H22-1-4-2  正答 ① 

 
 
化学の知識を要求される問題、専⾨性が問われる問題です。有機化学の合成反応が出題され
たのは、この⼀題のみです。 
 
（ア）ベンゼンに紫外線を当てながら塩素を反応させると、ベンゼンに３分⼦の塩素が付加

して、ヘキサクロロシクロヘキサン（ベンゼンヘキサクロリド、ＢＨＣ）ができる。 
 
（イ）フェノールの酸性は、２,４,６−トリニトロフェノールよりも弱い。 

ニトロ基は強⼒な電⼦吸引器であり、ベンゼン環の電⼦密度を⼩さくすること、また、
ニトロ基の電⼦共役によりフェノールの酸素原⼦上の電⼦密度が⼩さくなることに
より、２,４,６−トリニトロフェノール（ｐＫａ ０．３８、別名、ピクリン酸）の酸
性は強くなります。フェノールはｐＫａ ９．９５。このｐＫａの値が⼩さいほど酸
性が強くなります。 

 

Owner
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Case 1  H20-1-5-1    Case 5  H27-1-5-4 
Case 2  H21-1-5-1    Case 6  H28-1-5-4, R01-1-5-3 
Case 3  H24-1-5-3    Case 7  H29-1-5-4 
Case 4  H25-1-5-1, H30-1-5-3   Case 8  H30-1-5-4 
 
 
Case 1 発電⽅式とその割合 
 
H20-1-5-1  正答 ④ 

 
 
この問題は東⽇本⼤震災前の出題で、原⼦⼒発電：太陽光発電：⾵⼒発電の発電量⽐率を問
う問題です。知識を試す問題ですが、出題からの年数が経過し、この形でズバリ出題される
ことはないでしょう。 
 
（参考） 
経済産業省や NEDO など
から、設備利⽤率の指標
がしめされており、現在、
太陽光発電で１３％、⾵
⼒発電は陸上で２０％、
洋上で ３０％とされて
います。 
原⼦⼒発電所の稼働状況
は右の通りです（資源エ
ネルギー庁のホームペー
ジより）。 
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Case 2 再⽣可能エネルギーによる発電⽐率 
 
H21-1-5-1  正答 ④ 

 
 
平成２０年版電気事業便覧によれば、平成１９年度における⽇本の総発電電⼒量に占める
再⽣可能発電電⼒量の⽐率は８％です。平成２９年（２０１７年）時点では倍の１６％の予
定となっています。 
 
（参考） 
資源エネルギー庁のホームページからの引⽤です。２０１７年時点での電源構成、原⼦⼒：
太陽光：⾵⼒が３：５．２：０．６であるものを、２０３０年には２１；７．０：１．７に
したいとの計画です。太陽光発電は現時点でほとんど頭打ちです。これからは⾵⼒発電に⼒
を⼊れていくといったところです。 
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H16-1-5-8  正答 ④ 

 
 
正答を当てはめて、⽂章の内容を理解してください。 
 
 
 

１７．科学技術史 
年度 R01 再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 
Case 1  1 2 1 2 1 1 
H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 

 2 2 1      
 
Case 1  H21-1-5-5, H25-1-5-6, H26-1-5-6, H28-1-5-6, 
   H30-1-5-5, R01 再-1-5-5 
Case 2  H22-1-5-5, H23-1-5-5, H27-1-5-6,  H29-1-5-6 
 
過去に出題された⼈名とその発明・発⾒の年代を⼀覧としています。 
学問は哲学、数学より起こり、その上にまず物理学が、少し遅れて化学や⽣物学が、その後
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に核物理や量⼦⼒学が発展してきました。福井謙⼀は量⼦化学（量⼦⼒学）でノーベル賞を
受賞しました。 
その順番を表現するために、ささやかな努⼒ではあるのですが、年表の左側の学問領域を⽰
す⽂字位置を少しずつずらせています。発明・発⾒の年代順を問う問題もありますので、学
問の発展してきた順番が役⽴つこともあります。 
 
 
物理    １６０８年  ガリレイ   天体望遠鏡で天体観測  
物理    １６５６年  ホイヘンス    振り⼦時計を発明 
物理    １７０５年  ハレー   周期彗星の発⾒  
物理    １７１２年  ニューコメン  ⼤気圧機関の発明 

電気    １７５２年  フランクリン  雷の電気的性質の解明 
物理    １７７１年  アークライト  ⽔⼒紡績機を発明 
物理    １７７６年  ワット    ワット式蒸気機関発明 

電気    １８００年  ボルタ    異種⾦属電池の発明 
電気    １８２２年  バベッジ    コンピュータ原型を試作 

⽣物   １８５９年  ダーウィン、ウォーレス   
進化の⾃然選択説提唱 

電気    １８６４年  マックスウェル 電磁場の⽅程式 
⽣物   １８６５年  メンデル    遺伝の法則 

化学  １８６９年  メンデレーフ  元素の周期律の発表 
電気    １８７６年  ベル    電話の発明 

化学  １８７９年  イーストマン   
写真⽤フィルム乾板を発明 

電気    １８８０年  エジソン    発電機の発明 
電気    １８８７年  ヘルツ     電磁波の存在を確認 

原⼦ １８９５年  レントゲン   Ｘ線の発⾒ 
原⼦ １８９６年  ベクレル    ウランの放射線を発⾒ 
原⼦ １８９７年  ウィルソン   霧箱の発明 
原⼦ １８９８年  キュリー夫妻   

ラジウム及びポロニウムの発⾒ 
物理     １９０３年  ライト兄弟   ⼈類初の動⼒⾶⾏に成功 

電⼦ １９０６年  フォレスト   三極真空管の発明 
化学  １９０８年  ハーバー    アンモニア合成を確⽴ 

物理     １９１６年  アインシュタイン ⼀般相対性理論提唱 
⽣物   １９２１年  フレミング   リゾチームの発⾒ 

Owner
テキストボックス
　４６　
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⽣物   １９２８年  フレミング   ペニシリンの発⾒ 
化学  １９３５年  カローザス   ナイロンの発明 

原⼦ １９３８年  ハーン   原⼦核分裂の発⾒ 
原⼦ １９４２年  フェルミ 

原⼦核分裂の連鎖反応制御に成功 
原⼦ １９５２年  福井謙⼀  

フロンティア電⼦理論の提唱 
    電⼦１９５６年   ブラッテン   トランジスタの発明 
 
以下の問題⽂に出てくる「誤り」で特徴的な部分。 
 
「アントワーヌ・ベクレル  放射性元素ラジウムを発⾒」は誤り。 
ラジウムの発⾒はキュリー夫妻。ベクレルはウランの放射線を発⾒しました。 
 
「マクスウェル  電磁場の基礎⽅程式を４つの⽅程式にまとめ、電磁波を実験的に検出」
は誤り。電磁波の放射の存在を検出したのはヘルツです。 
 
トマス・エジソンとニコラ・ステラとの関係。 
直流・交流発電戦争を繰り広げたことを知っていれば、容易に解答にたどり着けます。 
 
 
Case 1 年代の古い順に 
 
R01 再-1-5-5  正答 ④ 

 

Owner
テキストボックス
　４７　
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物理（⼒学）→電気→⽣物→化学および原⼦・電⼦と技術は発展していきます。 
 
年代順に並べました。 
 
１７０５年   ハレー   周期彗星(ハレー彗星)の発⾒  
１７６９年 ワット    ワットの蒸気機関の発明 
１８５９年 ダーウィン、ウォーレス 進化の⾃然選択説の提唱 
１９１６年 アインシュタイン ⼀般相対性理論の提唱 
１９５２年 福井謙⼀  フロンティア電⼦理論提唱 
 
 
H30-1-5-5  正答 ③ 

 
 
物理（⼒学）→電気→⽣物→化学および原⼦・電⼦と技術は発展していきます。 
 
（ア）ハーバー   １９０８年     アンモニアの⼯業適合性の基礎の確⽴ 
（イ）ハーン   １９３８年  原⼦核分裂の発⾒ 
（ウ）ベル    １８７６年  電話の発明 
（エ）ヘルツ    １８８７年  電磁波の存在の実験的な確⽴ 
（オ）ワット  １７７６年  蒸気機関の改良 
年代順に並べると 
  １７７６ １８７６   １８８７   １９０８   １９３８  
   ワット   ベル     ヘルツ   ハーバー    ハーン 
  蒸気機関    電話     電磁波  アンモニア   核分裂 
 

Owner
テキストボックス
　４８　
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付表３ 過去に複数回出題された問題⼀覧 
 

 
 
 
 

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-1-1 〇 〇 〇 〇
1-1-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-1-3 〇 〇 〇 〇
1-1-4 〇 〇 〇
1-1-5 〇 〇 〇
1-1-6 〇 〇 〇

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-2-1 〇 〇 〇
1-2-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-2-3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-2-4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-2-5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-2-6 〇 〇 〇 〇

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-3-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-3-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-3-3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-3-4 〇 〇 〇 〇
1-3-5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-3-6 〇
1-3-7

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-4-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-4-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-4-3 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-4-4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-4-5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-4-6 〇 〇 〇
1-4-7

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-5-1 〇 〇 〇 〇 〇
1-5-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-5-3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-5-4 〇 〇 〇
1-5-5 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-5-6 〇 〇 〇 〇
1-5-7
1-5-8

１． 設計・計画

２． 情報・論理

３． 解析

４． 材料・化学・バイオ

５． 環境・エネルギー・技術

Owner
テキストボックス
　４９　
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付表３の作成の元となったデータ 
 

第１群  設計・計画 

１．信頼度 
H16-1-1-3 と H26-1-1-4 
H19-1-1-1 と H24-1-1-1 

Case 1、Case 2 ともに、基本さえわかれば
問題が違っても解くことができます。両ケ
ースで１３問あります。 

３．設備・機械の保全 
H19-1-5-4 と H26-1-1-5 と R01 再-1-1-6

 

５．最適化⼿法 
H18-1-1-2 と R01 再-1-1-2 

 

７．デザイン各種 
H20-1-1-2 と H24-1-1-4 と H26-1-1-1 

 

8．設計図⾯ 
H26-1-1-6 と H29-1-1-5 と R01-1-1-3 

 

１０．製造物責任 
H20-1-1-2 と H25-1-1-1 と H27-1-1-4 と
H30-1-1-6 

同じ問題が⼀定の頻度で出題され続けるの
は、これが技術⼠にとって重要であるとい
うことです。 

１３．抜取検査 
H26-1-1-3 と H28-1-1-2 

 

１４．待ち⾏列 
H23-1-1-2 と H27-1-1-2 

５問出題されています。数字が少し変えて
あるだけで、解き⽅は同じです。 

１５．オペレーションズ・リサーチ 過去に１５問の出題があります。簡単な数
式で答を得ることができます。問題解決に
も役⽴つ⼿法です。 

１９．材料の強度 
H23-1-1-5 と H29-1-1-2 
H25-1-1-2 と H28-1-1-3 

今までに７問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

 
 

第２群  情報・論理 

１．２進数、N 進数 
H19-1-2-5 と H27-1-2-3 
H20-1-2-2 と H25-1-2-5 と H21-1-2-3 
H29-1-2-2 と R01 再-1-2-4 

問題の数字だけが変わっています。 
解き⽅さえわかれば同じ⽅法で解けます。

Owner
テキストボックス
　５０　
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２．情報の容量 
H20-1-2-1 と H24-1-2-4 
H27-1-2-4 と R01 再-1-2-3 

今までに７問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

４．記憶素⼦ 
H21-1-2-5 と H26-1-2-4 と R01-1-2-6 

 

５．実⾏時間 
H23-1-2-4 と H28-1-2-4 
H25-1-2-6 と H29-1-2-6 

今までに６問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

６．数値計算の誤差 
 

今までに３問出題されています。基本的に
は同じ問題ですが、質問の仕⽅が少しずつ
違っていますので、誤差の内容を正確に理
解しておく必要があります。 

１０．パリティ 
H19-1-2-2 と H28-1-2-5 

今までに３問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

１１．インターネット 
 

１１問出題され、同じ⽂章の質問はありま
せんが、常識の範囲で答えられる問題です。

１２．論理問題 
H18-1-2-5 と H27-1-2-2 

 

１３．集合の論理式 
H23-1-2-3 と H25-1-2-3 と H28-1-2-2 と
H30-1-2-4 

この問題も定期的に出題されています。解
き⽅の基本がわかればすべて解けます。 

１４．集合に含まれる数 
H25-1-2-4 と R01 再-1-2-5 

過去に６問出題されています。どの問題も
図を描いてみれば解答できます。 

１５．天気の確率 
H16-1-2-3 と H24-1-2-3 と H28-1-2-1 

 

１６．重み付け 
H20-1-2-3 と H26-1-2-6 

 

１７．⽂字列の表記 
H16-1-2-4 と H18-1-2-3 と H26-1-2-5 
H21-1-2-1 と R01-1-2-4 
H24-1-2-2 と H29-1-2-5 

今までに１０問の出題がありますが、その
内の７問が左です。 

１９．アルゴリズム 
H26-1-2-2 と H28-1-2-3 
H29-1-2-3 と H30-1-3-4 

今までに７問出題され、その内の４題には
フローチャートが与えられています。この
読み⽅がわかれば解答できます。 

 

Owner
テキストボックス
　５１　
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第３群  解析 

１．ヤング率 
H17-1-3-5 と R01-1-3-5 

今までに１６題出題されています。ヤング
率の公式およびひずみのエネルギーの求め
⽅を知っていればすべて解けます。 

２．応⼒集中 
H23-1-3-2 と R01 再-1-3-6 

難問に属する問題です。 

３．たわみと固有振動数 
H23-1-3-4 と H28-1-3-5 

 

４．ポアソン⽐ 
H18-1-3-3 と H25-1-3-1 
H20-1-3-3 と R01-1-3-4 

今までに５問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

５．バネ 
H16-1-3-1 と H30-1-3-5 
H24-1-3-2 と H26-1-3-5 

今までに５問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

６．有限要素法 基本 
H17-1-3-2 と H27-1-3-3 
H19-1-3-2 と H24-1-3-1 と H29-1-3-3 
H26-1-3-2 と R01 再-1-3-3 

今までに１０問の出題がありますが、その
内の７問が左です。 

７．有限要素法 ⾯積座標および座標変換
H16-1-3-5 と H25-1-3-3 
H22-1-3-3 と H28-1-3-3 
H21-1-3-5 と H24-1-3-3 と R01-1-3-2 

今までに９問の出題がありますが、その内
の７問が左です。 

１０．差分近似式 
 

５問の出題があります。問題⽂には若⼲の
違いはありますが、すべて同じ問題とみな
してもよいでしょう。 

１５．偏微分 
 

９題の出題があります。すべて簡単な微分
で同じように解けます。 

１７．定積分近似式 
H18-1-3-2 と H28-1-3-1 と H30-1-3-1 

今までに４問の出題がありますが、その内
の３問が左です。 

１８．逆⾏列 
H22-1-3-1 と H25-1-3-4 

今までに３問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

 
 
 
 

Owner
テキストボックス
　５２　
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第４群  材料・化学・バイオ 

１．原⼦分⼦の構造と性質 
H21-1-4-1 と R01-1-4-1 

いままでに１１問が出題されていますが、
同じ問題が１例しかありません。これは化
学という学問が、多くの現象や原理の上に
成り⽴っているためだと考えられます。 

２．化学反応 
H18-1-4-2 と H25-1-4-1 と H28-1-4-1 
H20-1-4-2 と H27-1-4-1 
H21-1-4-2 と H24-1-4-1 
H23-1-4-2 と H26-1-4-1 
H24-1-4-2 と H29-1-4-1 

今までに１４問の出題がありますが、その
内の１１問が左です。 

３．計算問題 
H27-1-4-3 と R01-1-4-3 

 

６．中和とｐH 
 H19-1-4-1 と H25-1-4-2 

H23-1-4-1 と H30-1-4-2 

今までに５問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

７．⾦属の性質 
H22-1-4-3 と H28-1-4-3 
H23-1-4-4 と H30-1-4-4 
H24-1-4-4 と H26-1-4-4 

 

９．電⼦セラミックス 
H22-1-4-4 と H25-1-4-3 

 

１０．材料と製品 
H18-1-4-3 と H29-1-4-4 と R01 再-1-4-4

 

１４．遺伝⼦操作等 
H21-1-4-5 と H27-1-4-5 
H29-1-4-6 と R01 再-1-4-6 

今までに５問の出題がありますが、その内
の４問が左です。 

１５．⽣物を構成する物質 
H25-1-4-5 と H29-1-4-5 
H28-1-4-5 と R01 再-1-4-5 

 

１６．⽣体膜 
H23-1-4-5 と H26-1-4-5 

今までに２問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

１７．代謝 
H22-1-4-5 と H25-1-4-6 

今までに３問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

 

Owner
テキストボックス
　５３　
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第５群  環境・エネルギー・技術 

１．計算問題 
H17-1-5-1 と H25-1-5-2 と H27-1-5-3 
H23-1-5-3 と H29-1-5-3 

今までに９問の出題がありますが、その内
の５問が左です。 

２．エネルギー需給 
H25-1-5-1 と H30-1-5-3 
H28-1-5-4 と R01-1-5-3 

H25-1-5-1 と H30-1-5-3 は問題⽂は同じで
すが、⽤いるデータの年度が違っています。
２０１２年および２０１７年データです。

５．発電と蓄電 
H19-1-5-1 と H28-1-5-3 

今までに２問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

４．エネルギー資源 
H16-1-5-1 と H24-1-5-2 と R01 再-1-5-3
H16-1-5-2 と H26-1-5-4 

今までに６問の出題がありますが、その内
の５問が左です。 

６．資源リサイクル 
H17-1-5-2 と H01 再と R01 再-1-5-2 

今までに７問の出題がありますが、その内
の３問が左です。 

１０．環境保全活動 
H18-1-5-3 と H26-1-5-2 と H30-1-5-2 

 

１２．⽣物の多様性 
H22-1-5-3 と H28-1-5-2 

今までに２問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

１４．技術者倫理 
H26-1-5-5 と H30-1-5-6 

今までに２問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

１５．科学技術コミュニケーション 
 H25-1-5-1 と H28-1-5-5 

今までに３問の出題がありますが、その内
の２問が左です。 

１７．科学技術史 
H21-1-5-5 と H26-1-5-6 
H23-1-5-5 と H27-1-5-6 
H25-1-5-6 と R01 再-1-5-5 

今までに１０問の出題がありますが、その
内の６問が左です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Owner
テキストボックス
　５４　
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付表４ 難度の⾼い問題⼀覧（参考） 
 

 
 
 
 
 
 

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-1-1 〇
1-1-2 〇 〇
1-1-3 〇 〇 〇
1-1-4
1-1-5 〇
1-1-6 〇 〇 〇

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-2-1 〇
1-2-2
1-2-3 〇 〇 〇
1-2-4 〇 〇
1-2-5 〇
1-2-6 〇 〇

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-3-1 〇 〇 〇 〇 〇
1-3-2 〇 〇 〇
1-3-3 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1-3-4 〇 〇 〇
1-3-5 〇 〇
1-3-6 〇 〇
1-3-7

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-4-1 〇 〇 〇
1-4-2 〇 〇 〇
1-4-3 〇 〇
1-4-4 〇
1-4-5 〇 〇 〇 〇
1-4-6 〇 〇
1-4-7

年度 R01再 R01 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16
1-5-1 〇 〇 〇
1-5-2 〇 〇 〇
1-5-3 〇
1-5-4 〇 〇 〇
1-5-5
1-5-6
1-5-7
1-5-8

５． 環境・エネルギー・技術

１． 設計・計画

２． 情報・論理

３． 解析

４． 材料・化学・バイオ

Owner
テキストボックス
　５５　
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  問題難易の⽬安に？をつけているものは、技術的バックグラウンドに 

個⼈差があるとみたため 

令不日2年度 基礎科目問題の蹴要

問題番号 問題の隅 慢のあ 』

関連ペ ン

ゴドワ ドなど

(目安)

令不日 2年度 基礎科目問題の概要

間底面・， 問題の略 僅ぬる』

関連ペ ン

キワ ドなど
{目安)

Owner
テキストボックス
　５６　
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令和３年度技術⼠⼀次試験 
 

 
 

令不日3年度基礎科目問題の蹴要

問題語号 問題の内容

関連ページ

キ ワ ドなど

問題 力燈男

(目安)

令和3年度基礎科目問題の概要

問題醤奇 問題の内杏

関連ぺージ

二手ワ ド"ど

問軍 力艦男

(目安)

Owner
テキストボックス
　５７　
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解答：⑤ 
 
まずは⼿始めに、三⾓形の重⼼を求めてみます。 
右の図は底辺と⾼さを共に１とする⼆等辺三⾓形で、重
⼼を通る⾼さｈの線を引いています。⾊で塗った⻑⽅形
は底辺⻑さがｄｘ、⾼さが１−ｘの⻑⽅形です。 
⾼さｈの線分を軸とするモーメントは次式で求められま
す。 
 
 
重⼼位置ではモーメントがゼロになりますから、得られ
た答をゼロと置くと、ｈ＝１／３となります。すなわち、
三⾓形の重⼼は下辺から三分の⼀の⾼さにあることがわ
かります。 
 
この⽅法をいま⽬的としている円に適⽤します。⽅法は
先ほどと全く同じです。 
 
 
 
同じく、得られた答をゼロと置くと、ｈ＝４／（３π）が求まります。 
計算過程は省略しましたが、この計算では途中に 
 
 
 
が出てきます。これは四分の⼀円の⾯積ですから、π／４です。 

Owner
テキストボックス
　５８
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なお、参考までですが、⾃宅においては複雑な積分計算に⾃ら取り組まなくても、Maple 
Calculator という無償のソフトを⽤いれば、上式の答えが⼀発で得られます。紙に書いた⼿
書きの数式を携帯のカメラで撮影するだけです。 
 
右の図は、どうしても解法が⾒つからない場合の苦し紛
れの⼀⼿を説明するためのものです。 
原点 O から扇状に広がる幅の狭い⼆等辺三⾓形を考え
た場合、その重⼼の位置は右図の太い曲線上にありま
す。この太い曲線の重⼼が求める重⼼となります。 
重⼼が存在する位置（ｘ軸値、ｙ軸値）は、図より０．
３３３（（２／３）／２）から０．４７１（２／３／√２）
の範囲となります。この２点の中点は０．４０２です。
図の形より、この値よりは若⼲⼤きいことが期待されます。 
解答欄①〜⑤の数値を計算すると、①０．４３３、②０．５００、③０．７０７、④０．２
３９、⑤０．４２４となり、②〜④は解答候補から外れます。①であるか⑤であるかはわか
りませんので、２択の世界となります。 
円の重⼼を求めるのであるから、その値に当然「π」が含まれているのでは、との直感？が
働けば正解に⾄ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Owner
テキストボックス
　５９　
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Owner
テキストボックス
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